
 

 

５ 家庭との連携を図る実践、PTA活動 
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【課題】 

○家庭学習の必要性や家庭での子どもの過ごし方が、学力向上に

関係していることを、保護者に理解してほしい。 

【内容】 

○保護者が、自分だったら、我が家だったらと自分事として家庭学

習について考える機会となる研修会を、自ら企画し開催する。 

【実施方法】 

○全国学力・学習状況調査の結果をもとに「今求められる学力」に

ついての説明を聞くことで、学校が取り組んでいること、各家庭

がすべきことを保護者自身が話し合える場を設定する。 

○県外の教育委員会指導主事等を招聘し、「学力向上には、教育委員会と学校、家庭が連携すること」

「家庭学習の充実には、家庭での過ごし方を整えること」が大切であることを、保護者と教員がと

もに学ぶ。（平成30年度） 

○県内の教育委員会指導主事等を招聘し、全国や鳥取県の取組状況の説明、他県の取組が分かる動画

視聴、意見交換などを行い、保護者自身が我が子へのかかわり方を考える。（令和元年度） 

【成果・効果】 

○保護者代表と学校代表で研修会を企画することで、積極的な参加意欲や課題意識が高まる。 

○鳥取県の学力の状況、他県の様子、学校が学力向上に取り組んでいることなどを知ることで、保護

者自身が我が子の家庭学習にどのようにかかわっていくことができるか等を考える機会になる。 

 

保護者の意見を取り入れた保護者対象研修会 

 【ポイント】 

○保護者主体で取り組めるように、中学校区の保護者部会を立ち上

げる。 

  平成３０年度の講演会の様子 
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【課題】 

○子どもたちが家庭学習に取り組みやすくなるような家庭での環境

を、町内の家庭がともにつくっていきたい。 

【内容】 

○家庭部会を立ち上げ、各年度の取組を検討し、実施する。 

○家庭部会の会長は、PTA連合会の会長が務める。 

【実施方法】 

○保護者アンケートや家庭部会で保護者の意見を聞き、取組を実施する。 

○アンケート後、啓発資料を作成して継続的な取組を依頼する。 

○発出する文書には、家庭部会として各学校のＰTA会長の名前を記載する。 

【成果・効果】 

○保護者が取組を考えたり啓発資料を作成したりすることで、保護者も一緒

に取組を進めようと意識することができた。 

○自校のPTA会長の名前で文書やアンケートが配布されるため、自分事とし

て捉えやすくなる。 

保護者による保護者啓発の取組 

【ポイント】 
○保護者代表自身が、子どもたちのために自分たちが中心となって、

町内の各家庭を啓発していくという意識をもつ。 
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家庭部会の構成メンバー 
○各学校ＰＴＡの代表者 
○各学校の教頭先生 
○岩美町教育委員会担当者 

 
＜主な取組内容＞ 

  

・保護者対象研修会の 

 企画・運営（5-③） 

・「子どものやる気を引 

 き出す言葉かけ集」 

 の作成・活用（5-④） 

・メディアコントロー 

 ルの呼びかけ・実践 

      （5-⑤） 

（岩美中学校区） 

（岩美中学校区） 


